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得点 [ 1 ] (1) y = Arctan xのとき，y(n) = (n� 1)! (cosny) sin
⇣
ny + n⇡

2

⌘
(n = 1, 2, . . . )であることを示せ．

(2) x! 0のとき，Arctan x = a0 + a1x + a2x
2 + a3x

3 + a4x
4 + a5x

5 + o(x5)とするとき，a0 ⇠ a5 を (1)を
利用して求めよ（ ak と f (k)(0)の関係に注意：等号ではない）．
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得点 [ 2 ] 以下の問いに答えよ．
(1) y ! 0のとき，

Arctan y = a0 + a1y + a2y
2 + a3y

3 + a4y
4 + a5y

5 + o(y5) · · · · · · 1�
とするとき，a0 ⇠ a5 を問題 [ 1 ] の (2)で求めた．一方 x ! 0のとき，tan x = b0 + b1x + b2x

2 + b3x
3 +

b4x
4 + b5x

5 + o(x5)とする（この段階で，いくつかの bk を決めておく方がよい）．y = tan xを 1�（ただし
a0 ⇠ a5 は [ 1 ]の (2)で求めた値）に代入することにより，b0 ⇠ b5 を求めよ．

(2) lim
x!0

2 sin x + tan x� 3x
x5 を求めよ．
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得点
[ 3 ] 函数 f(x) :=

(
xsin x (0 < x 5 1)

1 (x = 0)
を考える．

(1) f(x)は x = 0で右連続であることを示せ．
(2) f(x)は x = 0で右微分可能かどうかを調べて，結論を述べよ．
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得点 [ 4 ] f(x)は Rで微分可能であって，f(0) = 0であるとする．また，すべての x = 0で f(x) = xが成り立っ
ているとする．このとき，任意の " > 0に対して，0 < c < "をみたす cで f 0(c) = 1となるものが存在するこ
とを示せ．（ヒント：F (x) := f(x)� xを考えて，背理法を用いる．）

得点 [ 5 ] lim
n!1

��� an

an�1

��� = ↵，かつ ↵ < 1ならば， lim
n!1

an = 0であることを示せ．

（ヒント： ↵ < r < 1をみたす実数 r があることに注意する．）


